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今年度の活動一覧と参加人数
活動報告

日程 内容 参加人数

9/8(日) 対面：キックオフ 19

9/11(水)
オンライン対話：zoom

＜デジタル帰宅部でやりたいこと＞
17

9/18(水)
オンライン対話：zoom

＜どんなものを制作したいか＞
14

9/25(水)
オンライン対話：ディスコード
＜ワールド散策・説明＞

10

9/29(日) 対面：フィールドワーク 10

10/2(水) 制作物検討・制作 16

10/23(水) 制作・質問出し 12

10/30(水) 制作・質問出し 16

11/6(水) マイクラレク 17

11/13(水) 坂井市の情報インプット：制作 12

11/20(水) プレゼンレク 12

日程 内容 参加人数

11/30(日) ワールド公開イベント ー

12/11(水) グローバルディスカッション：準備 17

12/18(水) グローバルディスカッション：準備 18

12/20(金) グローバルディスカッション 18

1/15(水) マイクラ制作 17

1/22(水) マイクラ制作 18

1/26(日) 対面：最終報告会準備① 16

1/29(水) マイクラ制作 16

2/2(日) 対面：最終報告会準備② 8

2/5(水) 最終報告会リハーサル 20

2/9(日) 最終報告会 20

2/23(日) 坂井地区PTA コラボイベント 9

●新規取り組み：太字＋下線
●対面での実施：黄色網掛け
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キックオフ

活動報告：昨年度と同様の取り組み①

実施概要
日 時：2024/09/08(日) 13:00-17:00

会 場：坂井市役所 3階災害対策本部

目的 参加者同士の顔合わせ／部活動の趣旨と内容の理解

内容

・市長からの事業趣旨説明
・1期生へのインタビュー（参加してみての感想等）
・2期生同士の自己紹介
・ワーク：「自分にとってのとっておきの場所は？」
・ディスコードやzoomの設定

効果
・参加高校生の個性の理解が進んだ
・使用アプリのインストールや設定を一部進められた

通常のオンライン活動

実施概要
期間：2024/09/11(水)～2025/02/05(水) 

時間：20:00-21:30

内容
・マイクラ制作
・発表に向けた準備（資料作成・プレゼンリハ）

使用
ツール

・ディスコード：マイクラ制作時
・zoom：マイクラ制作時以外(資料制作時など)

実施内容 ・前ページ参照

運営体制
・それぞれのエリアに運営メンバーと大学生メンターを

2人1組で配置
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フィールドワーク

活動報告：昨年度と同様の取り組み②

実施概要
日 時：2024/09/29(日) 12:30-18:00

内 容：丸岡城・東尋坊・三国湊エリアを視察

目的 体感を通し、マイクラでの制作物を考える。

効果
・制作物のアイデアとなった（例：東尋坊のロッカー）
・生徒が行ったことない地に足を運ぶことができた。

高校生の
感想

・知らないことがたくさんあった。知ることができて
よかった。

・東尋坊に初めて行った。思ったより危ないと思った。
荷物を預けられる場所があるといいと思った。

マイクラレクチャー

実施概要
日 時：2024/11/06(水) 20:00-21:30

講 師：タツナミシュウイチさん

目的 ・マイクラのスキルアップ

効果
・高校生の知識だけではできない製作ができるように
→製作物のクオリティ向上への寄与をいただいたい

高校生の
感想

・プロの技ってすごいって思いました！
・教えてもらったやり方でつくってみようと思います。
∟後日、実際に活用して製作実施。
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グローバルディスカッション

活動報告：昨年度と同様の取り組み③

実施概要
日 時：2024/12//20(金) 19:00-21:00

内 容：アクセンチュアさんの外国籍メンバー(3名)に
各エリアの概要、課題、制作物を共有

目的
グローバルな視点でのフィードバックを通し、高校生の
視野を広げる。また、制作物に反映させていく。

効果
・高校生がその国の常識や視点を聞き、学びを得た。
・当日に向けた施策整理ができ、制作物が固まった。

高校生の
感想

・中国では使えないSNSがあることに驚いた。
・全然うまく話せなかった。最終発表は改善したい。

合宿：対面での最終発表準備

実施概要
日 時：2025/01/26(日)・2025/02/02(日) 13:00-17:00

内 容：最終発表の資料作成・プレゼンリハ／マイクラ

目的
最終発表の準備をする中で、マイクラの制作物の質を高
めつつ、エリアの理解を深める。

効果
最終発表の準備が進み、当日までの役割分担ができた。
また、高校生同士の対面での交流の機会となった。

高校生の
感想

・最終発表のイメージができてよかった！
・(市役所の方からのエリアの情報を聞いて）まだまだ
知らないことが多い。もっと現地に行きたかった。
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実施概要
日 時：2024/11/30(土) 10:00-13:00

概 要：昨年のワールド上(東尋坊エリア)に坂井市
公式キャラクターのほや丸の顔を製作する。

目的
・デジタル帰宅部の認知度向上
・坂井市への来訪のきっかけづくり

コンテンツ

●製作の様子をLive配信
「さかいさんだー」のYouTubeチャンネルで配信。
●製作者
マイクラの実況を中心にYouTube配信などを行う「さ
かいさんだー」。ほや丸も製作のお手伝いを行う。
●ワールドのダウンロード
昨年のワールドデータを、デジタル帰宅部のWebサイ
トからダウンロード(DL)可能とした（現在もDL可能）

成果

・最高同時視聴数：680名
・動画視聴数：12,523回(2025年3月8日現在)

・ライブ配信中のチャット数：2,146

・ワールドダウンロード数：141件

視聴者からの感想
(動画でのコメント)

・さんだーちゃんのお仕事も素晴らしかったし、ほや
丸ちゃんの黄色の申し子もナイスアシスト！素敵な建
築もたくさんで、坂井市に行ってみたくなりました。
・丸岡城の急な階段めちゃ気になる。中々、九州から
福井に行けなくて、行ったことないけど行きたくなり
ました。

ワールド公開イベント
活動報告：新規
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最終発表
活動報告

実施概要

日 時：2025/2/9(日) 13:00-15:00

会 場：坂井市役所 3階災害対策本部
ゲスト：池田市長・タツナミさん・カズさん

アクセンチュア木元さん、福井さん

目的

●デジタル帰宅部
市長やゲストの方への発表とその準備を行うことで、坂井市
の理解度を高める。また、フィードバックから大人の考えや
想いを知る機会となり、シビックプライド醸成に繋げる。
●アナログ企画部
翌週のイベントの告知。誘客。

コンテンツ

・最終発表：3エリア（12分／エリア）
→発表後に、ゲストよりフィードバック

・アナログ企画部メンバーよりイベント告知
・部活動の感想発表 → 修了証授与 → 写真撮影
・振り返りのグループトーク

効果

・発表を行うことで、終了後の高校生から「終わったー！」
「よかった！」などの声が。達成感ある出来事をつくれた。
・市長からの「やってみよう」の発言が出るなど、大人が実
現可能性を考えるきっかけとなった。

高校生の感想
・坂井市の場所や建物のことが知れてよかった。
また、坂井市をマイクラでつくれたのが面白かった。

・地元に住みたいという思いが強くなった
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アナログ企画部実証実験イベント
活動報告

実施概要

日 時：2025/2/16(日) 17:00-20:00 @三国駅周辺
来場者：114名
運営者：主要高校生：7名

：当日スタッフ高校生：7名

目的
昨年度提案があった、三国湊エリアの夜間活性化のための「横
丁」イベントを実施。また、イベント準備と当日運営を通して、
まちの大人たちとの関わりと、シビックプライド醸成。

当日
コンテンツ

・地元のうどん専門店の出汁でつくったおでんの販売
・三国駅舎の中で行うコタツでボードゲーム
・サンセットビーチで拾ったゴミなど捨てられる材料で
オリジナルキーホルダーのワークショップ

・三国駅前の貸キッチンを利用し、福井市片町の割烹の
特別コースを提供。当日手伝いに料理人を目指す昨年の
デジタル帰宅部生高が参加。

効果

・主要運営の高校生がイベント運営のノウハウを学べた。
・当日スタッフの高校生にとっても、地域のお店や人との繋が
りをつくることができた。
・イベントのために三国駅周辺に来た方が多く、夜間の
三国駅周辺に人を集める取り組みにすることができた。

高校生の感想
・やりたいことを実現させてもらえた。学びも沢山あった。
・将来、大人としてこのようなイベントに関わりたい！
・またやりたい！来年もどんな立場でもいいから関わりたい！
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PTAコラボイベント
活動報告

実施概要

日 時：2025/2/23(日) 13:00-16:00

参加数：【小中学生】 24名 (保護者17名)

【高校生】 9名
【メンター】1名

目的
・坂井市、あわら市の小中学生と、その親御さん
にデジタル帰宅部の活動を認知してもらう
・将来のデジタル帰宅部生へと繋げる

当日コンテンツ
・今年の部員から各エリアの制作物の説明
・各エリアに別れて、部員から制作物の詳細説明
・今年のワールドを使って、小中学生と制作

効果

・小中学生の関わりで高校生が新たな立場で関わった
→新たな制作物ができ、高校生がコメントをする。
・PTA役員も含めて約50名の方にデジタル帰宅部を知っ
てもらうことができた。

高校生の感想
・小中学生の発想がおもしろかった。
・設定がとても大変でどうなることかと思ったけど、や
りきることができてよかった！
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高校、学年別の入部者数
活動報告

高校名

学年
FY2024

総計
1年 2年 3年

丸岡高校 2 1 3 (-1)

坂井高校 7 7 (6)

三国高校 4 4 (-5)

金津高校 6 6 (-6)

福井高校 1
※福井市在住

1 (-1)
※坂井地区以外の高校生の総計

計 14 7 21 (-4)

() の数字は、昨年度との比較
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成果の概要(2/2)・・・今年度の新たな取り組み
成果報告

デジタル帰宅部の特徴 取り組み成果

コミュニティーメンタ
ーによる巻き込み強化

観光施策立案から実行
へ

マイクラを活用した
発信・交流

E

F

G

✔ 【取り組み①】YouTubeでのライブ配信を実施。全国の方々にデジタル帰宅部と
坂井市のことを知っていただく機会となった。（P.12 参照）

✔ 【取り組み②】坂井市とあわら市の小中学生がデジタル帰宅部を認知。また、部
員の高校生と交流をする機会をつくり、事業の関係人口を増やせた。

✔ 坂井市出身の東京在住の大学生(2名)と、別事業で坂井市と接点を持った神奈川出
身、在住の大学生(1名)が、本事業を通して坂井市との接点を持てた。

✔ 高校生と交流してもらうことで、オンライン活動の雰囲気がよりよくなり、また、
運営との間に入ってもらえたことで、進行がスムーズになった。

✔ 昨年度のデジタル帰宅部生の提案を形にしたイベントに、114名(目標80名)参加。

✔ イベント運営に昨年度のデジタル帰宅部生などが関わり、地元の方との接点をつく
ることができた。また、当日の運営も行うことで、イベント運営のノウハウを伝え
ることができた。

事例1

事例3

事例2
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成果事例2：【F】マイクラを活用した発信・交流
成果報告

最大680名が同時視聴。

視聴回数12,523回 (2025年3月8日時点)

坂井市とあわら市在住の小中学生、24名が参加。

高校生がつくったワールドで制作。

1）ワールド公開イベント 2）PTAコラボイベント

会話が増えて子供の想像力が高まりました。実際
に行って確認してみよう、と子供と出掛ける約束
出来ました。

いろんな建物を作るのが楽しかった。知っている
建物(丸岡城)を作れたし、高校生のお兄さんと仲
良くなれて知らないことを教えてもらえた！
とっても楽しかったです！

参加した
小学生

参加者の
親御さん

小中学生に説明するデジタル帰宅部生(左端)当日の中学生の制作物(三国湊エリア)

2人の雑談の中で出てくる自然な話が興味惹かれ
ました。水ようかんの話とか。

いつもふるさと納税で谷口屋さんの油揚げをお願
いしています。今年は甘エビも頼んでみようと思
いました！

高校生の皆さんの建築力に驚きました！！最初の
発表では、みなさんの熱い気持ちが伝わってきて
本当に感動しました！！

●視聴者への事後アンケートより

静岡：40代

京都：30代

東京：30代

配信の様子

高校生(1期生)が

制作した屋台に行

くさかいさんだー

と坂井ほや丸。
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